
はじめに

従来の NMR スペクトロメータでは、適切なレベルの性能を維持するために、定期的に
ユーザーが時間をかけてシステム性能を測定し、手作業でシム値を最適化する必要が
ありました。据付時仕様テストを満たす動作レベルにシステムを保つためには、相当な
レベルのユーザートレーニングや経験が求められます。Agilent VeriPulse システム最適
化パッケージを使えば、誰でもクリック数回だけで、Agilent ProPulse NMR システムを
最適な性能に保つことができます。

グラジエントシム ̶ 完全自動化

最適な NMR 性能を得るための基本的な要件のひとつが、サンプル周辺の磁場を数 
ppb の範囲内で均一に保つことです。そのためには、シムコイルの電流を調節します。
この作業を迅速かつ簡単におこなうために、これまでに多くの手法が開発されていま
すが、システムの性能仕様を満たすためには、常にエキスパートレベルの注意力と数
時間にわたるシミングが求められます。

VeriPulse
ProPulse NMR システムで 
全自動キャリブレーション、メンテナンス、 
最適化を実現 

特長

• 結果の一貫性 : システムを最適な状態
に保ち、検証します。

• 自動キャリブレーションおよび 
テスト : システムの機能を検証します。

• 自動 3D シミング : 最高品質のスペク
トルアウトプットを維持します。

• 比類のない使いやすさと信頼性 :  
分析に集中することができます。
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図 1. 最重要のシステム仕様テストは、優れた磁場均一性が前提となります。このスペクトル 
は、全自動シム最適化後に Agilent VeriPulse で得られた実際のシミング結果を示しています  
(テスト開始に先立ち、すべてのシム値がゼロに設定されています)。ここで示す結果は、
Agilent VeriPulse シミングアルゴリズムの威力を示しています。

アジレントは VeriPulse の導入により、システムのテストと適格性確認を完全自動化
し、ルーチンプロセスに変えました。ユーザーに求められるのは、適切なテストを選び、
選択したテストに応じたターゲットを決めることだけです (図 2)。あとはシステムがす
べての作業を確実かつ再現性の高い形で実行します。これにより、すべてのシステム
テスト仕様がいつでも確実に保持されます。

図 2. VeriPulse では、直観的で使いやすいインターフェースで、幅広いシステムキャリブレーションや性能テストを
選択することができます。その後、システム最適化およびテストの全ステップが自動的に実行されます。 



仕様レポート作成 ̶ システム性能追跡に最適

VeriPulse によるシステムの最適化とデータ取得完了後に、簡潔でわかりやすいレポー
トフォーマットでテスト結果が示されます (図 3)。このレポートには、実行されたテスト
とともに、各テストのターゲットと結果、およびテストの合否がわかりやすく表示され
ています。このテストレポートを基盤として、必要に応じて全面的なシステムのテスト
や適格性確認を再度実行することも可能です。

図 3. Agilent VeriPulse の自動テスト結果レポート作成。すべてのシステムテストのほか、ターゲットと実験
結果が、明快で読みやすいシステムテストレポートにまとめられます。
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